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経過・・・・・・13,4歳のころ ，クローン病と診断され， 2 































強い口調）。 R→c  
裏面
c→R  





以下（表 2)（表 3)（表 4)も同じ記号を用いる。
一看護場面 Il―









(Iさんは暗い表情をし，ベノドに座っ c＿→R  
ている）
Ns.l 昨日はえらかったですね。 ® --➔ © 






Pt.2 もういやになりますよ，つくづ< ©―➔® 
（沈黙）
Ns . 3 ほんとうにもういやになりました西—汎つ
ね。つらいですね。















Ns . 6 つらいですね。 ほんとうにやり場⑨—→©
のないつらさですね。





Pt.7 （笑顔になる）もう大丈夫です。 ®~® 
Ns.8 そうですか， もう大丈夫ですか。 ®―➔® 






















Ns.2 そうですか，も う一度管を入れる R → R 
のを頑張ってみようと思うのです
ね。
Pt.2 しかたがないし，治療しないと。 R → R 
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